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F　17 布の縫い目強さを調べる簡易実験教具

愛知教育大　日下部　信幸

目的　 布の縫い目に関しては、縫い目強さや縫い目の滑脱抵抗性などがある。
一
学校教育における被服製作では、縫い代は１ CBに するとか、縫い目数はこれ

くらいと指示したり、教科書通りに行われているようである。しかし、縫い

代や縫い目の数値がどのような意味を持っているのか、ということについて

は教科書にも明らかにされていない。

本研究は、これらの縫い目に関する内容を生徒に分かりやすく説明し、理

解させるために、縫い目強さの実験を導入するために実験教具を工夫した。

方法　 布の縫い目強さは数10kg f になるので、その強さに耐える試料把持器
一
具が必要である。図１は家庭用品として市販の把持幅50n のミ 二万力（C 型

クランプでもよい）で、J  I S の縫 い目強さに関する測定方法と同じにする

ために、片方の把持面に厚さ5 ・･ 幅20皿 ・長さ20㎜ の工作材を当てる。大

きめの空き缶やポリバケツに、重さを量った石を入れて、切断するときの荷

重または一定荷重（例えば10kg f ）を加えたときの縫い目の開き長さを測る。

結果　 この実験教具は、数10kg の 荷重を加えても把持部でのスリップはなく、
一
石の重さを100--500 g とし、切断寸前はフイルムケースに小石を入れた50  g

の分 銅を入れることによって、万能型引っ張り試験機と同じ精度で測定する

ことができる。したがって、被服製作において、縫い代の分量や縫い目数が

決められている理由を説明するための実験教具として使用できる。

F　18　　 被 服 製 作 技 能 の 実態 と 指 導

弘 前 大 教 育　 ○日 景 弥 生
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図１　布の縫い目強さを

調ぺる簡易実験教具

は 被 服 製 作 技 能 に 関 す る 知 識 や 技 能 に つ い て 検 討 を 行っ て き た．　1)2 ）こ

技 能 と も 年 齢 が 上 が る に つ れ て男 子 は 低 下， 女 子 は 上 昇 す る 傾向 を 示 す

た． 今 回 は 小 学 生 か ら 大 学 生 ま で の 男 女 を 対 象 に　44ま つ り 縫 い

よ び 男 女 差 につ い て Ｖ Ｔ Ｒ 利 用 に よ る 画 像 解 析 を 行 う と と も に，

の

こ

の 縫 い 方 によ

指 導 時 期 に つ

す る こ と を 目 的 とし た.

① 被 験 者；　小 学 校 ５ 年 生6 年 生， 中 学 校２ 年生， 高 校１ 年 生， 大 学 生 の 男 女を

象 と し た．　 ② 方 法i　家 庭 科で 学 習 する　･･本 ま つ り ” と　1lた て ま つ り９　に つ い て.被 験 者

縫 目 を 作 製 さ せ た． そし て そ の 試 料 につ い て Ｖ Ｔ Ｒ 利 用 に よ る 画 像 解 析 を 行 い， 縫 目 を

目 の 長 さ， 縫 目 傾斜 角 度， 縫目 間 隔， 逸 脱 度 の ４ 項目 か ら 検討 し た．

結 果 】(  1  ） 本 ま つ り 裏 目 ① 縫 目 の 長 さ；　男女 と も 年 齢 が 上 が る と と も に 短 く な る 傾向

示し， ど の 年 齢 グ ル ープ で も 男 子＞ 女 子 と な っ た.   ② 縫 目 傾 斜 角 度;　男 子 は 年 齢 に 関 係

く ほ ぼ 同 じ に な っ たが， 女 子 は 年 齢 と と も に 小 さ く な っ た． ま た 小 学 校５ 年生 で は 男女

も ほ ぼ 同 じ 値 を 示し たが， そ れ以 外 の 年 齢 グ ル ープ で は 男 子 ＞ 女 子 と な っ た(    2   ) た

ま つ り 表目 ① 縫 目 の 長 さ；　男 女 と も 年 齢 が 上 が る と と も に 短く な る 傾向 を 示し， ど の 年

グ ル ープ で も 男 子 ＞ 女 子 と な っ た.

） 日 景， 中 舘;　日 本 家 政 学 会 第4  1回 大 会 研 究 発 表 要 旨 集p.212 （1989 ）

） 日 景， 中 舘， 鳴 海;　日 本 家 庭 科 教 育 学 会 第32 回 大 会 研 究 発 表 講 演 要旨p.30 （1989 ）
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